
（別紙４）

～ 令和8年3月13日

（対象者数） 5 （回答者数） 2

～ 令和8年3月13日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和8年3月13日

（対象数） 5 （回答数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・関係機関や訪問先施設と連携することで、それぞれの役割

で利用児と家族の支援をしていけるようにする

2
・定期的に連絡を取り、困り感の把握に努め、ニーズに対応

する

3
・支援者同士が、支援状況の共有を行い、お互いの支援技術

の向上に繋げたりして専門性を高めていきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・わかば園内で実施しているセミナー等への参加を、来年度

は実施していきたい

2
・専門職員を配置し、多職種での連携を図り、情報共有し支

援を行っていきたい

3

・関係機関や訪問先施設密な連携ができる
・その時の本人、家族に必要なことをチームで連携して支える

ように工夫している

・保護者や訪問先施設との丁寧な話し合いを行う

・十分に納得していただけるような話し合いを心掛ける

・傾聴を心掛け保護者や訪問先職員との信頼関係を大切にして

いる

・人員を増加し、対応できる件数が伸びた ・人員体制の確保と、対応できる人員の育成

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・家族支援が不十分
・保護者同士の交流や家族が参加できる研修が実施できていな

い

・訪問支援員の職種が偏っている ・専門職がいない

令和8年3月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年3月9日

○事業所名 児童発達支援センターわかば園

○保護者評価実施期間 令和8年3月9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


